










1918 年までおよそ 900 年間、ハンガリー王国の領域の一部であり、その当時のハ
ンガリー系はマジョリティとしてスロヴァキア系の人々よりも優越的な立場にある

























とを望んでいることを指摘するが（cf. Frič 1993、Škovierová and Sigmudová 1981、
























































4  http://app.statistics.sk/mosmis/sk/run.html（2014 年 1 月 5 日確認）
的対立のローカルな文脈を映し出す日常生活の様相について考察を深めることを目
指している。















A ドゥナイスカー・ストレダ 79.75 15.26 23000
B シュトゥーロボ 68.74 28.13 12000
C シャモリーン 66.63 30.96 12000
D コマールノ 60.09 34.68 37000
E ガランタ 36.80 60.35 16000
F リマウスカー・ソボタ 35.26 59.28 25000
G ノベー・ザームキ 27.52 69.67 42000
H ロジュナバ 26.80 69.27 19000









点で概観すると、スロヴァキアの民族主義政党である SNS（Slovenská národoná 










5  筆者は今回のスロヴァキアでの調査以前に 2002 年 9 月から 2005 年 7 月の長期留学、




正式に国語として定める国家言語法の制定がなされた（Irmanová 2005、長與 1991; 




























































6  コマールノ市議・ハンガリー系高等学校校長へのインタビュー（2013 年 9 月 24 日）より。
7  コマールノ市スロヴァキア系民族文化団体マチィツァ・スロヴェンスカー（Matica 
























































































8  SMK教育担当副代表・ドゥナイスカー・ストレダ市副市長へのインタビュー（2013 年 9
月 25 日）より。
9  Most- Hídは 2009 年に SMKから分離して成立した政党である。























であると指摘する。2011 年時点でおよそ 45万人のハンガリー人は、過去 10年で







年 9 月 9 日）より。




年 1910 1921 1930 1950 1961 1970 1991 2001 2011
ハンガリー系




30.29 21.68 17.79 10.3 12.43 12.17 10.76 9.66 8.48


















志が読み取れる。チャーキー氏は SMKが与党であった時期（1998 年から 2006 年）
に国会議員を経験しており、人権およびマイノリティの権利に関する仕事をしてい
た。









1999 2000 2001 2002 2003 …… 2009 2010 2011
スロヴァキア（人）4,621,242 4,623,369 4,613,747 4,612,726 4,612,292 4,624,096 4,630,419 437,384
　　　　　　 （％） 85.60 85.58 85.77 85.75 85.73 85.24 85.19 80.63
ハンガリー 566,962 565,929 519,775 518,523 517,209 513,763 513,146 458,358
10.50 10.48 9.66 9.64 9.61 9.47 9.44 8.48
ロマ 91,284 93,093 90,944 92,681 94,444 105,681 107,210 106,583
1.69 1.72 1.69 1.72 1.76 1.97 1.97 1.97
チェコ 59,596 60,097 47,118 47,243 47,309 51,606 52,299 33,981
1.10 1.11 0.88 0.88 0.88 0.96 0.96 0.63
ルシン・ウクライナ 32,934 33,063 35,015 35,011 35,052 35,758 35,845 40,944
0.61 0.61 0.65 0.65 0.65 …… 0.66 0.66 0.76
ドイツ 5,370 5,371 5,419 5,396 5,385 7,773 7,856 4,757
0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.14 0.14 0.09
ポーランド 2,148 2,199 2,608 2,626 2,652 4,970 5,247 3,210
0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 0.10 0.10 0.06
ロシア 2,148 2,199 1,609 1,645 1,643 1,987 2,064 2,022
0.05 0.04 0.03 0.03 0.03 0.04 0.04 0.04
その他・回答なし 15,837 16,105 62,712 63,310 64,067 79,291 81,187 397,083
0.30 0.30 1.17 1.18 1.19 1.46 1.49 7.35
総　人　口 5,398,657 542,547 5,378,951 5,379,161 5,380,053 …… 5,424,925 5,435,273 5,404,322
出典：[Štatistický úrad Slovenskej republiky 2004,2012]より筆者作成 13
13  なおルシン・ウクライナ系については、出典では 2003 年までは合算で集計してあり、
2009 年以降の統計ではルシン系とウクライナ系を別に集計している。本表では 2009 年度以
降も合算して集計している。

































17  コマールノ市議・ハンガリー系高等学校校長へのインタビュー（2013 年 9 月 24 日）より。





























































































20  コマールノ市教育関係者へのインタビュー（2013 年 9 月 5 日）およびドゥナイスカー・
ストレダ市議（コマールノ市教育関係者）へのインタビュー（2013 年 9 月 9 日）より。





























22  ドゥナイスカー・ストレダ市ローカル TV局関係者へのインタビュー（2013 年 9 月 25 日）
より。





























24  コマールノ市議・ハンガリー系高等学校校長へのインタビュー（2013 年 9 月 24 日）より。
25  「地域・少数言語のためのヨーロッパ憲章」の原文は次のページを参照した。http://
conventions.coe.int/Treaty/en/Treaties/Html/148.htm（2013 年 1 月 6 日確認）、なお日本語訳に
ついては（フィリプソン 1999:110）を参考にした。
26  SMK元党首、元スロヴァキア国会議員へのインタビュー（2013 年 9 月 13 日）およびドゥ


























































28  ドゥナイスカー・ストレダ市ハンガリー系文化団体へのインタビュー（2013 年 9 月 6 日）
より。
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